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道路、鉄道など重要構造物直下で　　
トンネルを安全・安心に短工期で構築
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　ＵＲＴ工法はトンネルを構築する工法で、ＵＲＴは「Under Railway
 Road Tunnelling Method」を略したものです。既存の交通路に交差す
るアンダーパスの工事、重要構造物直下のトンネル工事などで、開削手
段が採用できない場合に、地上に影響を与えず安全に工事ができること
が評価され、採用が拡大しています。
　具体的には、小さな鋼製エレメントを掘削推進し、大きな構造物を安
全・安心に構築する工法です。鉄道または道路を挟んで発進立坑と到達
立坑を設け、必要なトンネル断面を箱型中空の鋼製エレメントで取り囲
み覆工します。
　開削工法のように鉄道（道路）の閉鎖を必要とせず、活荷重下で作業
ができ、営業中の新幹線下や高速道路下での実績も有しています。仮受
工も不要で一気にトンネル内を掘削できるため、在来工法と比べて工期
が短く、経済的です。

【特徴】
①　線下で作業が可能に
　線路または道路の側面からエレメントを掘削推進するため、開削工法
のように鉄道（道路）の閉鎖を必要とせず、活荷重下で作業ができます。
②　被りを薄くできます
　在来工法のような、仮受工は必要としません。このためトンネル部の
アプローチ長が短くなります。桁下確保が必要な水路横断でも有利です。
③　高い安全性を発揮
　エレメントの推進は、エレメントと同断面の機械式カッターで掘削す
るため、切羽からの土砂崩壊による危険がありません。しかもトンネル
内の土砂掘削は、エレメントのトンネル覆工体が完成した後に行うため、
安全に作業が行えます。
④　工期を大幅に短縮
　仮受工の必要がなく、エレメントを掘削推進することにより、覆工体
ができあがるので、一気にトンネル内を掘削できるため、在来工法と比
べて工期が大幅に短縮でき、コスト縮減できます。

図１　i-Constructionに対応した流動化処理工法

写真２　現場配合調整装置のある
現場仮設プラント

写真１　計量管理システム

　当機構の正会員は、真摯（しんし）に製造現場で流動化処理土の品質安
定化に取り組んでいます。
　土と水と固化材の組み合わせですから、簡単なようにも思われますが、
元来、固化材と水、砂と水は混ぜても一体とならず水中で固化材も砂も沈
下して分離します。運搬等による振動も「水と砂」の分離を促します。固
化材量も低く抑えることで再掘削がかなうので「固めればよい」といった
安易な配合は選択できません。しかし、品質安定化は施工の精粗で決まり
「精」を選択するとき、埋戻し・充填・裏込めといった用途であるがため
に製造コストの制約があります。
　これらの課題の解決を念頭に会員各社は、土と水と固化材の計量管理シ
ステム（写真１）やアジテータトラック運搬、現場プラントでの固化材の
配合調整管理（写真２）などの技術を開発し、これらが標準化されようと
しています。
　年度は、総会でＮＥＴＩＳ登録ができるような技術開発がテーマに
上がり、国土交通省で推奨する「i-Construction」を念頭に、解泥された
泥土の均一性と密度、貯泥槽の泥土分離と密度を作業中のオペレータが数
値で確認でき、その場で調整ができるよう、またインターネットを介して関
係者がデータを閲覧できるようなシステムの開発が行われました（図１）。

流動化処理製土（ＬＳＳ）
製造の可視化の試み
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